
程
極
明 

著 

『 

洪 

流 

』 

連
載
第
六
回 

25
～
30
（
完
） 

抄
訳 

井
手
淑
子 

《
第
24

回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
》 

主
人
公
の
林
家
宝
（
幼
名
は
小
宝
）は
、
南
京
に

生
ま
れ
、
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
１
９
３
７
年
に
は

小
学
校
４
年
生
。
日
本
軍
は
少
年
の
心
を
傷
つ
け
、

日
本
鬼
子
に
対
す
る
怒
り
と
祖
国
へ
の
熱
い
想
い

を
抱
か
せ
た
。 

抗
日
戦
争
の
初
期
、
多
く
の
人
々
は
蒋
介
石
を

支
持
し
、国
民
党
へ
の
信
頼
を
寄
せ
た
が
、戦
争
の

長
期
化
と
共
に
、
共
産
党
お
よ
び
紅
軍
へ
の
期
待

と
解
放
区
、
新
四
軍
へ
の
参
加
も
拡
が
っ
て
行
っ

た
。 小

宝
は
姉
や
そ
の
友
人
た
ち
と
の
交
流
の
中

か
ら
、
ロ
シ
ア
革
命
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
第
１
次
大

戦
を
は
じ
め
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
、
巴
金
、エ
ド
ガ
ー
・ス

ノ
ー
な
ど
多
く
の
作
品
を
通
し
て
、
社
会
を
知
り
、

自
分
の
将
来
を
中
国
の
将
来
と
結
び
付
け
て
考

え
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
科
学
的
社
会
主
義
や
中
国

共
産
党
へ
と
つ
な
が
る
道
で
も
あ
っ
た
。 

１
９
４
５
年
、
日
本
が
降
伏
し
、
人
々
は
待
ち
望

ん
だ
平
和
の
訪
れ
を
期
待
し
た
。
し
か
し
、
蒋
介

石
は
あ
く
ま
で
も
共
産
党
の
撲
滅
を
重
視
し
、
内

戦
が
始
ま
っ
た
。
裏
切
ら
れ
た
人
々
は
、老
蒋
へ
の

信
頼
を
失
く
し
て
い
っ
た
。
戦
後
の
厳
し
い
生
活

の
中
で
も
「
反
飢
餓
・反
内
戦
」
の
激
し
い
運
動
が

各
大
学
、
地
域
で
お
こ
り
、
大
き
な
大
河
へ
の
確

実
な
流
れ
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

林
家
宝
は
上
海
の
復
旦
大
学
に
入
学
。
歴
史
と

民
主
的
な
伝
統
の
あ
る
新
聞
学
科
の
門
を
く
ぐ
っ

た
。 ＊

こ
の
連
載
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
時
事
評
論
・エ

ッ
セ
イ
」
欄
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 
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復
旦
大
学
新
聞
学
科 

 

三
輪
車
を
雇
っ
て
復
旦
大
学
に
着
い

た
林
家
宝
（
小
宝
）
は
正
門
の
大
き
な
８

文
字
《
学
術
独
立
・
思
想
自
由
》
を
目
に

し
て
、
新
聞
学
科
で
の
受
付
を
す
ま
せ
、

学
科
主
任
の
陳
望
道
先
生
に
も
会
え
た
。 

教
授
は
浙
江
な
ま
り
の
普
通
話
で
、
に

こ
に
こ
し
て
、
な
ぜ
新
聞
学
科
に
学
ぶ
の

か
を
訊
ね
、
林
家
宝
は
『
も
と
も
と
は
理

工
科
で
科
学
に
よ
る
救
国
を
考
え
て
い

ま
し
た
。
で
も
現
在
の
中
国
で
は
、
科
学

が
国
を
救
う
の
は
、
も
っ
と
先
の
理
想
だ

と
思
い
ま
す
。
今
最
も
必
要
な
の
は
、
広

大
な
人
民
を
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
一
新
聞
記
者
と
な
り
、
わ
が
国
お

よ
び
世
界
の
こ
と
を
事
実
に
即
し
て
多

く
の
人
民
に
報
道
す
る
、
れ
が
重
要
な
仕

事
だ
と
思
い
ま
し
た
。』
と
答
え
た
。 

男
子
学
生
の
宿
舎
は
、
２
カ
所
、
か
つ



て
の
日
本
軍
兵
舎
で
あ
っ
た
。 

一
部
屋
に
上
下
の
ベ
ッ
ド
が
５
つ
、
１

０
人
に
椅
子
の
な
い
二
つ
の
長
い
机
が

あ
る
の
み
の
、
全
く
粗
末
な
も
の
だ
っ
た
。 

学
生
会
が
各
新
入
生
に
つ
け
た
お
世

話
役
の
上
級
生
は
、
教
科
の
選
択
や
、
食

堂
で
の
食
券
買
い
、
最
初
の
食
事
に
も
付

き
合
っ
て
く
れ
た
。
栄
え
あ
る
《
復
旦
人
》

に
な
っ
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
最
初
か
ら
こ

の
著
名
な
大
学
を
好
き
に
な
っ
た
。 

上
級
生
が
学
内
を
案
内
中
に
、
「
復
旦

大
学
学
生
自
治
会
」
の
看
板
を
見
つ
け
た
。

し
か
し
《
５
・
２
０
》
後
、
学
校
側
が
大

量
の
学
生
を
除
籍
し
、
自
治
会
も
閉
鎖
さ

れ
た
と
の
こ
と
。
林
家
宝
が
自
分
も
こ
の

デ
モ
に
最
前
列
で
参
加
し
た
と
話
す
と
、

進
歩
的
学
生
だ
と
知
っ
た
上
級
生
は
、
復

旦
大
学
に
は
革
命
的
伝
統
が
あ
り
、
学
生

運
動
が
強
い
の
で
、
国
民
党
や
三
青
団
と

の
闘
争
も
激
し
く
、
犠
牲
に
な
っ
た
一
部

の
学
生
は
、
解
放
区
に
行
き
、
李
先
念
の

部
隊
に
参
加
し
て
行
っ
た
こ
と
、
新
聞
学

科
は
復
旦
の
進
歩
勢
力
が
最
も
強
く
、
復

旦
の
《
解
放
区
》
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
話

し
た
。
そ
れ
を
聴
き
な
が
ら
、
林
家
宝
は
、

そ
ん
な
学
科
に
入
れ
て
幸
せ
だ
と
、
つ
く

づ
く
思
っ
た
。 

林
家
宝
は
、
上
級
生
の
サ
ー
ク
ル
に
入

る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
サ
ー
ク
ル

を
つ
く
り
た
い
と
、
友
人
と
相
談
し
た
。

あ
る
学
生
は
、
新
聞
を
学
ぶ
者
と
し
て
当

然
だ
と
す
ぐ
賛
成
し
た
が
、
別
の
一
人
は
、

『
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
っ
て
何
を
す
る
？ 

学
校
は
許
可
す
る
の
？
』
と
、
否
定
的
だ

っ
た
。
蘇
州
出
身
の
彼
の
頭
に
は
、
左
翼

学
生
と
「
一
線
を
画
せ
」
と
い
う
校
長
の

教
え
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
サ
ー
ク
ル
の
結

成
は
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
林
家
宝
は
、

焦
ら
ず
、
高
す
ぎ
る
目
標
を
求
め
ず
、
み

ん
な
の
願
い
に
基
づ
い
て
、
み
ん
な
が
や



り
た
い
活
動
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
。 

そ
し
て
、
サ
ー
ク
ル
の
名
前
が
決
ま
っ

た
。《
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
社
》、
す
な
わ
ち
、
中
国

名
は
《
東
西
南
北
社
》
で
、
四
方
八
方
か

ら
来
た
と
の
意
を
表
し
て
い
る
。 
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中
国
の
未
来
は
ど
こ
に
？ 

 

多
く
の
学
生
は
新
聞
記
者
と
し
て
の

経
済
的
な
安
定
を
求
め
、
地
主
の
息
子
な

ど
は
、
思
想
的
に
は
正
統
派
＝
国
民
党
と

蒋
介
石
を
信
奉
し
、
孫
中
山
の
三
民
主
義

に
も
と
づ
く
富
国
強
大
な
国
家
を
望
ん

だ
。 し

か
し
、
こ
の
１
年
の
情
勢
に
戸
惑
う

者
も
い
た
。
国
民
党
軍
は
ア
メ
リ
カ
式
の

装
備
、
飛
行
機
も
タ
ン
ク
も
大
砲
も
あ
る

の
に
、
な
ぜ
共
産
党
を
や
っ
つ
け
ら
れ
ず
、

人
民
は
な
ぜ
共
産
党
を
支
持
す
る
の

か
？
疑
問
だ
っ
た
。 

 

１
９
４
７
年
１
０
月
、
浙
江
大
学
生

自
治
会
主
席
が
国
民
党
政
府
に
逮
捕
さ

れ
、
獄
中
で
殺
さ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

多
く
の
学
生
の
怒
り
を
巻
き
起
こ
し
た
。 

ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
た
復
旦
大
で
も
、
地

下
党
の
呼
び
か
け
で
、
一
日
ス
ト
を
決
行
、

参
加
し
た
学
生
は
３
０
０
人
以
上
と
な

っ
た
。
国
民
党
特
務
ら
十
数
人
が
猛
ス
ピ

ー
ド
で
大
字
報
を
破
り
捨
て
た
。 

除
籍
さ
れ
た
９
人
の
う
ち
、
林
家
宝
の

ク
ラ
ス
の
女
子
学
生
は
、
教
室
の
窓
か
ら

ツ
バ
を
吐
い
た
と
の
理
由
で
、
全
く
の
濡

れ
ぎ
ぬ
だ
っ
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
彼
女

は
、
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
な
行
為
に
対
し
、

左
の
頬
ま
で
も
差
し
出
せ
な
い
と
冷
静

に
考
え
、
以
後
積
極
的
に
学
び
、
発
言
し

た
。
字
も
上
手
で
、
大
字
報
に
顔
真
卿
流

の
字
を
書
き
、
右
派
学
生
か
ら
『
こ
の
大

字
報
の
中
身
は
悪
い
が
、
こ
の
字
は
本
当



に
美
し
い
』
と
言
わ
れ
た
。 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
社
の
あ
る
日
の
討
論
会
は

《
我
々
の
国
家
の
将
来
》
と
題
し
、
二
人

が
話
し
た
。
林
家
宝
の
友
人
、
韓
大
平
は

『
８
年
の
抗
日
戦
争
か
ら
よ
う
や
く
勝

利
し
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
。
老
蒋
は
、
過

去
の
教
訓
に
学
び
、
全
国
の
各
党
派
、
団

体
を
団
結
さ
せ
、
協
力
し
て
我
が
国
を
建

設
す
る
と
思
っ
て
い
た
。
内
戦
で
人
民
を

安
心
し
て
生
活
で
き
な
い
目
に
遭
わ
せ

る
な
ど
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
僕
は
我

が
国
の
前
途
は
こ
の
戦
争
で
決
ま
る
と

思
う
。
も
し
正
義
の
方
が
勝
利
す
る
な
ら
、

中
国
は
新
し
い
民
主
主
義
社
会
を
歩
む

だ
ろ
う
。』
と
述
べ
た
。 

も
う
一
人
の
コ
ン
源
根
は
、
『
抗
日
戦

争
の
勝
利
後
、
蒋
委
員
長
の
下
に
一
致
協

力
す
る
と
思
っ
て
い
た
。
内
戦
の
勃
発
と

拡
大
は
国
共
双
方
に
責
任
が
あ
り
、
双
方

が
改
め
て
話
し
合
い
の
テ
ー
ブ
ル
に
着

き
、
平
和
的
解
決
を
取
り
決
め
る
か
ど
う

か
に
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
孫
中
山
先
生

の
三
民
主
義
に
従
っ
て
建
設
し
て
い
く

べ
き
で
、
共
産
党
が
言
う
新
民
主
主
義
と

か
を
や
る
べ
き
で
な
い
。
漸
進
的
、
温
和

な
方
法
で
我
が
国
を
進
歩
さ
せ
る
。
僕
は

革
命
で
は
な
く
改
良
を
主
張
す
る
。
』
と

述
べ
た
。 

二
種
類
の
完
全
に
異
な
る
視
点
は
、
激

し
い
議
論
を
呼
び
、
様
々
な
思
想
の
流
れ

が
大
河
の
如
く
、
大
学
生
に
迫
っ
た
。 

 

彼
自
身
も
考
え
た
。
林
家
宝
た
ち
の
よ

う
な
純
真
で
愛
国
的
な
青
年
、
戦
争
好
き

で
は
な
い
彼
ら
が
、
こ
ん
な
に
過
激
に
な

り
、
な
ぜ
老
蒋
に
失
望
し
て
い
る
の
か
？ 

 

27 

越
冬
救
援
活
動 

 

全
国
最
大
の
都
市
上
海
の
、
金
持
ち
と

貧
乏
人
と
の
違
い
は
大
き
か
っ
た
。
腹
一



杯
食
べ
ら
れ
な
い
労
働
者
と
そ
の
家
族
、

三
輪
車
引
き
、
露
天
商
、
行
き
倒
れ
、
失

業
者
、
戦
乱
を
逃
れ
て
き
た
人
た
ち
、
路

上
の
乞
食
た
ち
。
毎
日
の
「
道
に
凍
死
者
」

の
ニ
ュ
ー
ス
。
１
９
４
７
年
、
最
も
寒
い

夜
、
一
晩
に
５
０
０
人
以
上
が
凍
死
し
た
。 

国
民
党
政
府
は
こ
の
年
も
救
援
活
動
を

呼
び
か
け
た
が
、
三
青
団
の
仲
間
は

『
我
々
が
そ
ん
な
こ
と
を
や
る
必
要
は

な
い
。
上
に
お
金
を
出
さ
せ
れ
ば
い
い
。』

と
笑
っ
た
。
し
か
し
学
校
側
は
三
青
団
に

多
額
の
活
動
費
を
与
え
、
大
き
な
ト
ラ
ッ

ク
も
用
意
し
た
。
ラ
シ
ャ
や
毛
皮
の
コ
ー

ト
に
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
学
生
た
ち
は
、
出
か

け
て
す
ぐ
に
逃
げ
だ
し
た
が
、
学
校
側
は

す
で
に
彼
ら
に
《
募
金
》
を
用
意
し
て
い

た
。 一

方
、
中
国
共
産
党
地
下
組
織
は
、
こ

の
公
然
の
機
会
に
学
生
た
ち
に
救
援
活

動
を
呼
び
か
け
、
１
０
０
０
人
ほ
ど
が
参

加
し
た
。
住
民
た
ち
は
、
学
生
が
や
る
な

ら
『
安
心
だ
。
国
民
党
政
府
の
ポ
ケ
ッ
ト

に
入
る
こ
と
は
な
い
。
』
と
、
家
か
ら
現

金
や
衣
類
、
布
団
を
持
っ
て
き
た
。
も
と

の
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
洋
館
に
も
宣
伝
し

た
が
、
誰
も
関
心
が
な
く
、
む
し
ろ
労
働

者
地
域
、
庶
民
の
住
む
路
地
の
方
が
募
金

が
多
い
こ
と
を
体
験
し
た
。
十
日
間
で
５

万
着
以
上
の
防
寒
着
と
８
０
０
０
万
元

以
上
の
お
金
を
集
め
た
。
衣
類
や
救
援
金

を
渡
し
に
行
っ
た
ス
ラ
ム
の
、
草
屋
根
と

木
の
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
か
ら
は
、
溝
の
臭
い

が
鼻
を
つ
い
た
。
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
病

気
の
老
人
。
骨
と
皮
ば
か
り
の
子
供
・
・

そ
の
帰
り
道
か
ら
議
論
が
始
ま
っ
た
。 

『
上
海
で
生
ま
れ
育
っ
た
が
、
ス
ラ
ム

へ
行
っ
た
こ
と
は
な
く
、
知
ら
な
か
っ

た
。
』 

『
僕
た
ち
は
甘
粛
出
身
で
、
貧

し
く
遅
れ
て
い
る
が
、
外
灘
の
あ
る
美
し

い
上
海
に
、
こ
ん
な
に
貧
困
に
あ
え
ぐ



人
々
が
。
全
国
で
は
ど
ん
な
に
多
い
だ
ろ

う
か
？
』
『
な
ぜ
中
国
は
こ
ん
な
に
貧
し

い
の
か
、
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
？
』

『
こ
れ
は
全
く
の
社
会
問
題
だ
。
中
国
は

共
和
国
で
は
あ
る
が
、
半
封
建
的
、
半
植

民
地
だ
。
帝
国
主
義
と
封
建
主
義
に
加
え
、

官
僚
資
本
主
義
が
、
頭
上
を
抑
え
つ
け
る

《
三
つ
の
大
き
な
山
》
と
な
っ
て
い
る
。』

林
家
宝
は
こ
の
現
実
か
ら
「
階
級
的
視
点
」

を
学
ん
だ
。
こ
の
古
い
社
会
を
ひ
っ
く
り

返
し
、
徹
底
的
革
命
を
！
と
思
っ
た
。 

教
育
部
（
文
部
省
）
は
、
復
旦
大
学
学

長
へ
の
秘
密
の
電
報
で
、
左
翼
分
子
た
ち

の
活
動
と
認
め
、
主
要
人
物
を
掲
げ
、
調

査
を
命
じ
た
。
そ
の
結
果
、
学
校
側
は
17

人
の
成
績
を
全
て
５
９
・
９
点
と
不
合
格

に
し
た
。
し
か
し
、
学
生
た
ち
は
一
笑
に

付
し
た
。
彼
ら
は
、
国
民
党
政
府
を
打
倒

せ
ず
、
こ
の
旧
社
会
を
ひ
っ
く
り
返
さ
ず

に
、
勉
強
だ
け
い
い
成
績
を
と
っ
て
も
ど

ん
な
意
義
が
あ
ろ
う
か
？
と
考
え
た
。 
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越
冬
救
援
活
動
は
学
生
た
ち
の
自
覚

を
高
め
、
団
結
を
促
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
社

は
新
し
い
仲
間
を
迎
え
、
叔
父
が
国
民
党

政
府
の
高
官
で
あ
る
女
子
、
甘
粛
か
ら
の

役
人
の
家
庭
の
４
人
な
ど
も
参
加
し
た
。 

１
９
４
８
年
１
月
、
九
龍
の
飛
行
場
拡

張
で
多
く
の
民
家
が
壊
さ
れ
、
反
抗
し
た

住
民
の
一
人
が
、
ホ
ン
コ
ン
英
国
当
局
に

殺
さ
れ
た
（
九
龍
事
件
）
。
国
民
党
政
府

は
こ
の
事
件
を
利
用
し
て
、
学
生
た
ち
の

「
反
米
・
反
蒋
」
の
気
分
を
変
え
よ
う
と

し
た
。 

地
下
の
共
産
党
指
導
部
（
上
海
学
連
）

は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
へ
の
抗
議
を
い

ち
早
く
組
織
し
、
全
市
７
４
の
大
学
・
中

高
の
代
表
は
、
一
日
ス
ト
と
デ
モ
を
決
定



し
た
。
２
万
５
千
人
以
上
の
デ
モ
隊
は
、

黄
浦
江
沿
い
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
に
抗

議
文
を
渡
し
、
『
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
に

抗
議
す
る
！
』
と
叫
ん
だ
が
、
南
京
路
に

来
た
頃
に
は
『
打
倒
米
英
帝
国
主
義
！
』

『
奴
隷
外
交
反
対
！
』
『
反
動
政
府
は
つ

ぶ
せ
！
』
と
叫
び
、
待
機
中
の
軍
警
ボ
ス

が
鎮
圧
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
デ
モ
の
責

任
者
が
解
散
を
命
じ
た
。 

三
青
団
の
責
任
者
は
、
今
回
の
デ
モ
が

や
は
り
左
翼
分
子
に
主
導
権
を
握
ら
れ
、

し
か
も
自
分
た
ち
の
政
府
の
打
倒
ま
で

叫
ば
せ
、
首
を
う
な
だ
れ
た
。 

ま
た
国

民
党
政
府
は
、
進
歩
的
学
生
の
手
に
あ
っ

た
国
立
同
済
大
自
治
会
を
弾
圧
し
、
数
十

人
を
除
籍
・
処
分
し
た
。
抗
議
ス
ト
と
支

援
の
学
生
た
ち
に
、
米
軍
顧
問
団
を
含
む

１
万
人
の
軍
警
が
対
峙
し
た
。
そ
の
結
果
、

２
０
０
人
以
上
が
逮
捕
さ
れ
た
。
蒋
介
石

は
同
済
大
の
解
散
を
命
じ
た
が
、
上
海
市

長
は
市
全
体
へ
の
影
響
を
恐
れ
、
命
令
を

執
行
し
な
か
っ
た
。 

さ
ら
に
国
民
党
政
府
は
、
電
新
九
工
場

の
ス
ト
中
の
労
働
者
た
ち
を
捕
ら
え
、
厳

し
い
拷
問
を
加
え
た
。
同
じ
頃
、
上
海
の

ダ
ン
サ
ー
の
女
性
数
千
人
が
社
会
局
に

突
進
し
、
そ
の
場
で
痛
打
さ
れ
た
。
全
市

の
人
民
の
怒
り
の
波
に
直
面
し
た
上
海

市
は
、
や
む
を
得
ず
、
学
生
た
ち
を
釈
放

し
た
。 

逮
捕
さ
れ
た
学
生
た
ち
は
、
国
民
党
と

老
蒋
へ
の
幻
想
を
捨
て
始
め
た
。
獄
中
で

聞
く
、
労
働
者
を
殴
打
す
る
拷
問
の
音
は
、

彼
ら
を
教
育
し
た
。
い
つ
で
も
大
学
の
校

門
か
ら
除
籍
さ
れ
る
心
の
準
備
を
さ
せ
、

ま
た
共
産
党
へ
の
加
入
を
も
決
心
さ
せ

た
。 復

旦
大
学
の
地
下
党
は
、
更
に
粘
り
強

く
、
地
道
な
活
動
を
展
開
し
、
多
く
の
中

間
的
な
学
生
や
三
青
団
員
、
青
年
軍
人
を



も
含
め
た
愛
国
的
な
勢
力
を
育
て
る
こ

と
を
決
意
し
た
。
春
に
始
ま
っ
た
「
反
米

扶
日
」
（
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
よ
る
、

日
本
の
軍
国
主
義
復
活
に
反
対
す
る
）
運

動
で
も
そ
れ
を
貫
こ
う
と
し
た
。 

林
家
宝
は
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
社
で
の
新
聞
発

行
の
他
、
学
習
や
映
画
鑑
賞
、
読
書
会
、

時
に
遠
足
な
ど
幅
広
い
文
化
活
動
に
も

力
を
注
い
だ
。
演
劇
や
『
黄
河
大
合
唱
』

も
１
０
０
人
規
模
で
と
り
く
ん
だ
。 
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１
９
４
８
年
９
月
、
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
社
の
新

学
期
最
初
の
討
論
会
の
テ
ー
マ
は
、
『
卒

業
即
失
業
』
で
あ
っ
た
。
卒
業
生
３
０
人

中
、
一
人
だ
け
が
郷
里
の
小
学
校
教
師
の

椅
子
を
探
せ
た
。
学
生
た
ち
は
、
自
分
の

未
来
を
社
会
全
体
に
結
び
付
け
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。 

林
家
宝
は
、
学
科
会
の
会
長
に
推
さ
れ
、

学
科
連
合
会
に
も
派
遣
さ
れ
た
。
主
に
教

職
員
に
か
か
わ
る
仕
事
で
、
陳
望
道
、
章

チ
ン
以
の
二
人
の
教
授
を
担
当
し
た
。 

陳
望
道
教
授
は
『
僕
は
こ
の
目
で
中
国

人
民
の
解
放
を
見
な
く
て
は
』
と
微
笑
み

つ
つ
、
『
君
た
ち
青
年
は
幸
福
だ
。
僕
は

共
産
党
創
立
の
発
起
人
の
一
人
で
、
多
く

の
若
い
労
働
者
や
学
生
運
動
指
導
者
に

出
会
い
、
そ
の
勇
敢
さ
に
感
動
し
た
。
し

か
し
、
大
多
数
は
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
な
ぜ
か
？
今
君
た
ち
の
闘
い
は
成
功

し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
は
共
産
党

が
成
熟
し
た
か
ら
だ
。
一
千
万
人
の
命
と

引
き
換
え
に
、
正
し
い
方
針
は
得
ら
れ
た

の
だ
。
』
と
言
っ
た
。
１
９
歳
の
林
家
宝

は
、
５
０
歳
も
の
高
徳
の
先
生
の
言
葉
に
、

幸
福
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。 

情
熱
家
の
章
チ
ン
以
教
授
と
は
よ
く

会
い
、
ま
る
で
友
人
の
よ
う
な
関
係
だ
っ



た
。
教
授
は
章
益
学
長
と
何
度
も
話
し
て
、

彼
が
国
民
党
の
役
職
を
持
ち
、
学
生
運
動

を
弾
圧
し
た
の
で
、
共
産
党
の
処
罰
を
恐

れ
、
複
雑
な
心
境
で
あ
る
と
分
析
し
た
。 

１
１
月
下
旬
、
上
海
の
地
下
党
は
、
大

量
逮
捕
の
情
報
を
得
た
。
林
家
宝
は
蘇
州

の
友
人
の
祖
母
の
家
に
避
難
し
た
が
、
何

事
も
な
く
、
数
日
で
戻
っ
た
。 

し
か
し
、
２
５
日
の
深
夜
、
南
京
で
宋

玉
美
が
自
宅
で
逮
捕
さ
れ
、
憲
兵
司
令
部

の
監
獄
に
入
れ
ら
れ
た
。
鉄
の
門
、
鉄
の

鎖
、
電
気
を
通
し
た
高
い
鉄
条
網
の
壁
、

そ
こ
か
ら
伝
わ
る
憲
兵
の
巡
回
の
革
靴

の
音
、
男
子
房
か
ら
聞
こ
え
る
ガ
チ
ャ
ガ

チ
ャ
と
い
う
足
枷
、
手
錠
の
音
、
看
守
の

特
務
が
誰
か
を
ぶ
つ
音
、
大
声
で
叫
ぶ
声
。

毎
日
カ
ビ
の
生
え
た
、
又
は
砂
混
じ
り
の

ご
飯
と
少
し
の
漬
物
。
少
し
の
お
湯
。
一

両
日
に
一
度
の
風
通
し
の
時
の
み
、
牢
の

入
り
口
が
開
け
ら
れ
、
各
自
が
便
器
を
提

げ
て
洗
い
に
行
く
。
太
陽
の
光
と
新
鮮
な

空
気
が
吸
え
る
貴
重
な
ひ
と
と
き
で
あ

る
。 宋

玉
美
は
、
小
さ
な
穴
を
通
し
て
隣
の

労
働
者
と
話
し
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。
し

か
し
、
１
２
月
の
あ
る
夜
中
、
彼
は
雨
花

台
で
生
き
埋
め
に
さ
れ
た
。
『
幸
い
勝
利

の
望
み
が
あ
る
。
死
ん
で
も
満
足
だ
。
』

と
の
言
葉
を
彼
女
に
残
し
て
・
・
。 

情
勢
の
展
開
は
、
看
守
た
ち
の
態
度
も

変
え
、
手
紙
を
出
し
て
や
り
、
お
金
を
握

ら
せ
る
と
、
新
聞
を
買
っ
て
き
て
く
れ
た
。

地
下
党
は
各
種
の
救
援
工
作
を
や
っ
て

い
る
こ
と
を
獄
中
の
仲
間
に
知
ら
せ
、
慎

重
な
対
応
を
望
ん
だ
。 

２
月
中
旬
、
宋
玉
美
は
つ
い
に
釈
放
さ

れ
た
。
母
は
人
民
解
放
軍
の
血
み
ど
ろ
の

戦
い
の
お
蔭
で
娘
の
命
は
救
わ
れ
た
と

心
か
ら
思
っ
た
。 
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上
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復
旦
大
学
の
章
益
学
長
は
迷
っ
た
末

に
、
三
青
団
の
ボ
ス
か
ら
の
台
湾
行
き
チ

ケ
ッ
ト
を
没
に
し
た
。
全
学
の
教
職
員
の

前
で
、
共
に
危
機
突
破
工
作
に
頑
張
る
と

宣
言
し
、
会
場
の
み
ん
な
か
ら
大
歓
迎
を

受
け
た
。 

復
旦
大
学
の
党
総
支
部
は
、
解
放
に
備

え
「
人
民
保
安
隊
」「
人
民
宣
伝
隊
」「
救

援
隊
」
な
ど
を
組
織
し
、
積
極
分
子
や
地

下
党
員
な
ど
に
、
い
つ
で
も
隠
れ
る
準
備

を
さ
せ
た
。 

他
方
、
一
群
、
ま
た
一
群
と
、
遊
撃
隊

に
向
か
う
学
生
た
ち
に
林
家
宝
は
『
解
放

後
に
会
お
う
！
』
と
言
い
つ
つ
も
、
も
し

か
し
た
ら
会
え
な
く
な
る
の
で
は
と
思

い
、
つ
ら
か
っ
た
。 

４
月
２
１
日
、
人
民
解
放
軍
は
つ
い
に

長
江
を
渡
り
、
２
３
日
一
挙
に
南
京
を
攻

略
し
た
。
こ
の
日
、
宿
舎
に
戻
ろ
う
と
し

た
林
家
宝
は
友
人
に
注
意
さ
れ
、
隠
れ
先

の
従
兄
の
家
に
向
か
っ
た
。 

２
６
日
夜
、
大
勢
の
軍
警
が
復
旦
大
学

を
取
り
囲
み
、
２
７
日
明
け
方
、
各
宿
舎

に
突
入
し
た
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス

ト
上
の
学
生
は
い
ず
、
適
当
に
捕
え
て
、

数
を
充
た
し
た
。
出
動
し
た
１
万
人
の
軍

警
は
、
上
海
の
全
大
学
を
包
囲
し
、
３
５

２
人
を
逮
捕
し
た
。
復
旦
で
は
８
６
人
と

な
っ
た
。 

さ
ら
に
国
民
党
政
府
は
、
全
て
の
国
立

大
学
と
一
部
の
私
立
大
学
お
よ
び
中
高

の
閉
鎖
を
宣
言
し
た
。
学
生
た
ち
は
混
乱

に
陥
っ
た
が
、
以
前
か
ら
の
準
備
に
よ
り
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
回
復
し
た
。
章
益
学
長

も
学
校
経
費
か
ら
お
金
を
出
し
、
学
生
た

ち
の
食
事
の
手
当
に
援
助
し
た
。
教
授
会

は
１
０
０
０
銀
元
以
上
を
集
め
、
自
治
会

主
席
の
林
家
宝
が
絹
の
コ
ー
ト
に
礼
帽
、



眼
鏡
で
変
装
し
て
あ
る
教
授
宅
に
行
き
、

直
接
受
け
取
っ
た
。 

一
方
、
囚
わ
れ
た
８
６
人
は
、
た
く
ま

し
く
、
楽
観
的
で
、
絶
え
ず
歌
を
歌
っ
て

い
た
。
憲
兵
た
ち
も
、
こ
れ
ら
の
感
動
的

な
歌
を
習
い
覚
え
た
。 

一
日
一
日
と
日
が
た
つ
に
つ
れ
、
見
張

り
の
憲
兵
は
減
っ
て
い
っ
た
。
学
生
た
ち

は
憲
兵
に
『
君
た
ち
は
ま
だ
老
蒋
に
ど
ん

な
命
を
か
け
て
い
る
の
か
？ 

自
分
の

こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
た
ら
？
』
と
働

き
か
け
た
。 

５
月
下
旬
の
あ
る
日
、
目
が
覚
め
る
と
、

立
哨
す
ら
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。
嬉
し
く

な
っ
た
学
生
た
ち
は
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
ず
、
四
方
に
逃
走
し
た
。
８
６
人
が

一
人
も
欠
け
ず
に
自
由
を
獲
得
し
た
。 

５
月
２
５
日
の
夜
、
蘇
州
河
以
南
の
解

放
が
伝
え
ら
れ
、
２
８
日
早
朝
の
電
話
で

『
蘇
州
河
以
南
も
解
放
さ
れ
た
。
上
海
は

完
全
に
解
放
さ
れ
た
！ 

す
ぐ
に
陝
西

北
路
１
２
８
号
の
上
海
学
連
本
部
に
来

て
く
れ
！
』
『
わ
か
っ
た
、
す
ぐ
行
く
』 

林
家
宝
は
、
野
生
馬
の
如
く
、
飛
ぶ
よ

う
に
駅
に
急
い
だ
。
早
朝
の
空
は
ぼ
ー
っ

と
細
か
い
雨
が
降
っ
て
い
た
。
一
人
の
雨

合
羽
の
解
放
軍
兵
士
が
街
角
に
直
立
し

て
い
る
の
が
見
え
た
。 

両
の
眼
か
ら
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
た
。 

（
完
） 

 

訳
者
あ
と
が
き 

１
９
４
９
年
の
中
華
人
民
共
和
国
成

立
か
ら
７
０
周
年
、
近
代
化
の
中
で
の
初

め
て
の
民
衆
運
動
で
あ
る
五
・
四
運
動
か

ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。 

学
生
時
代
に
中
国
語
を
学
ん
だ
私
が

ず
っ
と
抱
い
て
き
た
疑
問
は
、
中
国
と
日

本
で
、
近
代
化
の
歩
み
が
な
ぜ
こ
ん
な
に

も
違
っ
た
の
か
？ 

と
い
う
こ
と
で
あ



る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
清
朝
支
配
下

の
民
衆
の
極
端
な
貧
し
さ
（
文
化
的
、
経

済
的
）
に
加
え
、
中
国
が
い
ち
早
く
欧
米

列
強
の
餌
食
と
な
り
、
１
８
４
０
年
の
ア

ヘ
ン
戦
争
以
来
の
半
植
民
地
と
な
っ
た

こ
と
、
１
５
年
に
及
ぶ
日
本
の
侵
略
・
戦

争
、
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
内
戦
と
、

長
期
に
わ
た
る
戦
争
・
侵
略
に
よ
る
疲
弊

に
あ
る
と
思
う
。 

１
９
１
１
年
の
辛
亥
革
命
で
清
朝
が

滅
亡
し
、
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
を
始
め
た
中
国

に
襲
い
か
か
っ
た
日
本
の
侵
略
と
戦
争

が
、
は
か
り
知
れ
な
い
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
た
と
言
え
る
。
東
北
地
方
（
か
つ

て
の
満
州
）
各
地
に
今
な
お
残
る
日
本
の

ホ
テ
ル
、
企
業
、
役
所
、
軍
等
の
建
物
、

果
て
は
人
体
実
験
も
な
さ
れ
た
「
７
３
１

部
隊
」
本
部
の
建
物
で
す
ら
利
用
さ
れ
て

い
る
の
を
見
る
と
、
中
国
の
当
時
の
貧
し

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
十
数
年
前
に
程

極
明
氏
の
著
作
『
洪
流
』
を
戴
き
翻
訳
を

始
め
、
２
０
０
５
年
に
お
会
い
し
て
、
ほ

ぼ
ご
自
分
の
体
験
に
も
と
づ
く
作
品
だ

と
知
り
、
よ
り
多
く
の
日
本
人
に
読
ん
で

欲
し
い
と
の
思
い
を
抱
い
て
き
た
。
幸
い
、

日
中
友
好
協
会
京
都
府
連
左
京
支
部
の

会
報
《
友
誼
》
に
掲
載
の
機
会
を
頂
き
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
原
作

本
文
は
、
４
９
２
ペ
ー
ジ
の
中
国
語
で
、

紙
数
の
制
約
も
あ
り
、
思
い
切
っ
た
抄
訳

と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
著
者
の
思
い
に
十

分
に
迫
り
切
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
例

え
ば
、
当
時
の
北
京
は
北
平
（
ペ
イ
ピ
ン
）

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
中
国
の
中
学
校

は
日
本
の
中
学
・
高
校
を
指
す
こ
と
、
主

人
公
の
林
家
宝
は
小
学
校
入
学
が
早
く
、

同
級
生
で
最
も
年
下
で
あ
る
等
も
言
及

で
き
な
か
っ
た
。
北
伐
を
成
功
さ
せ
た
蒋

介
石
は
南
京
政
府
を
開
き
、
国
民
革
命
の

実
行
者
と
し
て
、
《
老
蒋
》
の
愛
称
で
呼



ば
れ
る
ほ
ど
支
持
さ
れ
て
い
た
が
、
抗
日

戦
争
の
長
期
化
と
共
に
、
徐
々
に
信
頼
を

失
っ
て
い
く
。
民
衆
が
待
ち
望
ん
だ
抗
日

勝
利
後
の
平
和
は
彼
自
身
に
よ
っ
て
「
内

戦
」
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
多
く
の
若

者
が
悩
み
、
苦
し
み
、
逃
れ
、
戦
っ
た
。

そ
の
莫
大
な
犠
牲
の
上
に
、
現
在
の
中
国

の
発
展
が
あ
る
こ
と
を
、
中
国
の
若
者
た

ち
も
知
っ
て
ほ
し
い
。
お
訪
ね
し
た
時
、

つ
つ
ま
し
い
住
ま
い
の
奥
か
ら
聞
こ
え

た
、
夫
人
の
弾
く
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
」
の
ピ
ア
ノ
の
音
は
、
獄
中
の
労
働
者

か
ら
、
処
刑
直
前
に
教
わ
っ
て
、
獄
中
の

彼
女
が
勇
気
づ
け
ら
れ
た
調
べ
だ
と
翻

訳
の
終
わ
り
に
知
っ
た
。
長
い
間
ご
愛
読

下
さ
っ
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 


